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表
紙
の
写
真Ｇ

Ｆ
Ｒ
推
算
式
に
よ
る

腎
機
能
評
価
法
を
用
い
た
慢
性
腎
臓
病
と

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
危
険
因
子
と
の

関
連
性
に
つい
て
の
検
討

　

阿
武
隈
峡
は
、福
島
市
か
ら
川
俣
町
方
面
へ
向
か
う

旧
国
道
１
１
４
号
沿
い
に
あ
る
。市
街
地
か
ら
わ
ず
か

二
〇
分
の
場
所
に
あ
り
な
が
ら
、奇
岩
怪
石
が
な
ら
び
、

さ
な
が
ら
山
水
画
の
よ
う
だ
。川
の
浸
食
に
よ
って
削
り

取
ら
れ
た
不
思
議
な
岩
の
造
形
に
は
、蛇
骨
岩・蓬
萊

岩・地
獄
釜
と
いっ
た
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

上
蓬
萊
橋
の
西
側
か

ら
出
発
す
る「
ふ
く
し
ま

阿
武
隈
峡
健
康
の
道
」は
、

全
長
約
二
キ
ロ
、ゆ
っ
く
り
歩

い
て
往
復
二
時
間
程
度
の
道

の
り
。途
中
、明
治
八
年
ま
で

伊
達
と
信
夫
を
結
ん
だ「
鮎
滝

渡
」の
船
着
き
跡
も
あ
り
、歴
史

好
き
に
は
興
味
深
い
ル
ー
ト
だ
。

た
だ
し
、足
も
と
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
、探
検
気
分

で
天
気
の
いい
日
に
出
か
け
た
い
。増
水
時
は
危
険
。

●

鮎滝渡
舟場跡

阿
武
隈
川

富
岡
街
道

●

●蓬萊岩

至福島市街

至川俣町

蓬萊町

松川町 上蓬萊橋 上舘八幡
神社
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リレーエッセイリレーエッセイ
RELAY ESSAY

家
族
の
た
め
に
生
き
よ
う

 　

夢
多
き
頃
、
忘
れ
も
し
な
い
昭
和

四
十
四
年
七
月
、
し
と
し
と
小
雨
の
降

る
入
梅
時
で
し
た
。
お
姑
さ
ん
が
梅
の

木
よ
り
落
下
し
、
頸
椎
損
傷
に
よ
り

全
身
麻
痺
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
当

時
は
現
在
の
よ
う
な
介
護
保
険
制
度

も
な
く
、
私
が
看
病
す
る
形
で
二
年
間

の
病
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
十
分
、
十
五
分
ご
と
の
体
位
交
換

と
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
心
身
と
も
に
疲
れ

切
っ
た
時
、
父
が
脳
溢
血
で
倒
れ
ま

し
た
。
二
人
を
一
カ
所
の
病
院
に
移

し
、
二
階
と
三
階
を
行
っ
た
り
来
た
り

し
な
が
ら
看
病
の
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
ど
う
に
か
動
け
る
状
態
ま
で
回

復
し
た
二
人
を
退
院
さ
せ
、
ほ
っ
と

一
息
を
つ
い
て
検
診
を
受
け
た
と
こ

ろ
、「
子
宮
が
ん
」
の
告
知
を
受
け
ま

し
た
。
先
生
か
ら
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
床
に
落
ち
る
涙
を
ス
リ
ッ
パ
で
消

し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
、
妹
と
弟
も
病
を
患
っ
て
い

た
た
め
、
父
母
妹
弟
四
人
の
病
人
を

残
し
「
お
前
が
入
院
し
た
ら
俺
た
ち

は
ど
う
な
る
」
と
父
に
泣
か
れ
、
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
入
院
し
ま

し
た
。
手
術
の
前
に
外
出
許
可
を
も

ら
い
、
家
族
を
風
呂
に
入
れ
病
院
に

戻
ろ
う
と
し
た
時
、
頑
固
だ
っ
た
父

か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
。
私

は
何
と
し
て
も
「
家
族
の
た
め
に

生
き
よ
う
」
と
誓
っ
た
の
で
し
た
。

　

当
時
、
が
ん
は
死
と
背
中
合
わ
せ

の
病
気
で
し
た
の
で
、
私
が
が
ん
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
実
家
や
婚

家
の
町
で
は
検
診
を
受
け
る
人
が
倍

に
増
え
た
よ
う
で
す
。
私
も
、
少
し

は
早
期
発
見
に
貢
献
で
き
た
の
か
な

と
自
負
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
、
福
島
県
保
健
衛
生

協
会
に
事
務
局
を
置
き
結
成
さ
れ
た

「
し
ゃ
く
な
げ
会
」
に
入
会
し
、
同
じ

悩
み
を
抱
え
た
仲
間
と
出
会
い
、
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
病
気
と
闘
っ

て
き
ま
し
た
。

良
き
友
に
巡
り
逢
う
こ
と

　

平
成
二
十
一
年
六
月
十
一
日
、
北

海
道
登
別
温
泉
に
お
い
て
、
が
ん
克

服
者
の
会
に
よ
る
「
第
二
十
七
回
全

国
よ
ろ
こ
び
の
会
総
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
が
ん
予
防

の
普
及
啓
発
に
貢
献
し
た
方
々
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
、
し
ゃ
く
な
げ
会
か

ら
二
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。
今
日
ま

で
活
動
を
共
に
し
て
き
た
私
も
ま
る

で
自
分
の
事
の
よ
う
に
感
動
し
、
胸

の
詰
ま
る
思
い
で
し
た
。

　
「
人
は
他ひ

人と

の
た
め
に
生
き
る
」
と

題
し
た
特
別
講
演
で
は
、「
良
き
友
に

巡
り
逢
う
こ
と
が
大
切
」
と
の
お
話

に
、「
が
ん
」
と
い
う
病
気
を
持
っ
た

か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
い
友
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
皆
さ
ん
は
素
晴
ら
し
く
幸
せ

な
方
々
で
す
。
”一
病
息
災
“病
気
を

持
っ
て
克
服
す
る
と
い
う
事
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
も
の
は
な
い
」
と
褒
め
ら

れ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
と
感
謝
し
て

き
ま
し
た
。
全
国
組
織
の
会
は
、「
が

ん
」
と
い
う
名
前
を
い
た
だ
き
な
が

ら
も
病
気
に
め
げ
ず
、
克
服
し
た
方
々

の
晴
々
と
し
た
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
皆
共
に
生
き
抜
い
た
か
ら
こ

そ
巡
り
逢
い
、
良
き
友
に
な
れ
た
の

か
な
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
し
ゃ
く

な
げ
会
の
会
員
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た
と
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
大
切
さ
を

　

し
ゃ
く
な
げ
会
が
結
成
さ
れ
、

三
十
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。
何
で
も
語

り
合
え
る
仲
間
と
の
出
会
い
に
、
私
は

ど
れ
だ
け
救
わ
れ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
ま
で
会
を
存
続
で
き
た
の

も
保
健
衛
生
協
会
の
並
々
な
ら
ぬ
後
押

し
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
会
員
は
少
な
く
と
も
充

実
し
た
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

高
齢
化
が
進
み
、
年
々
会
員
の
減
少
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
が
ん
撲
滅
に
は
こ
ぎ
つ
け
な
い
ま

で
も
、
私
た
ち
克
服
者
で
な
け
れ
ば
出

来
な
い
こ
と
、
病
気
で
あ
れ
ば
こ
そ
伝

え
ら
れ
る
こ
と
も
数
多
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

是
非
し
ゃ
く
な
げ
会
の
仲
間
に
な
り
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
大
切
さ
を

一
緒
に
呼
び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

活
動
を
共
に
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

一
人
ず
つ
増
え
、「
人
は
他ひ

人と

の
た
め
に

生
き
る
」と
い
う
愛
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

　

朝
仕
事
の
途
中
、
小
学
一
年
生
の

黄
色
い
帽
子
の
女
の
子
が
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

こ
れ
あ
げ
る
！
」
と
一
本
の
四
つ
葉

の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
差
し
出
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
だ
小
さ
い
な
が
ら
も
意

味
が
分
か
っ
て
い
た
の
か
、
私
は
何

だ
か
嬉
し
く
な
り
、
幸
せ
な
気
持
ち

で
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
可
愛
い
子
ど
も
の
お
母
さ

ん
達
を
守
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
是
非
し
ゃ
く

な
げ
会
へ
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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「
今
生
き
る
私
の
命
、
い
か
に

生
か
す
か
。
い
か
に
生
き
る
か
。」

             

し
ゃ
く
な
げ
会
副
会
長

　
　
　

     　        

佐
藤 

ト
ヨ

－あの日のがん検診で生きる今日－
子宮がん克服者の会 しゃくなげ会

入会申し込みはこちらまで…
財団法人福島県保健衛生協会　総務課企画係（福島市方木田字水戸内 19-6　TEL024-546-0729）
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こぶし　84号 4

Ｇ
Ｆ
Ｒ
推
算
式
に
よ
る
腎
機
能
評
価
法
を
用
い
た

慢
性
腎
臓
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
危
険
因
子
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
の
検
討

　

二
〇
〇
二
年
に
米
国
で
提
唱
さ
れ
た
慢
性
腎
臓

病
（chronic kidney disease 

略
し
て
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の

概
念
は
、
こ
こ
三
～
四
年
の
間
に
急
速
に
広
が
り
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
背
景
に
は
Ｃ

Ｋ
Ｄ
か
ら
透
析
療
法
が
必
要
と
な
る
末
期
腎
不
全

へ
と
進
行
す
る
患
者
が
著
し
く
増
加
し
、
医
療
費
を

圧
迫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
は
心
血
管
疾
患
の
併
発
が
多

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
分
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
Ｃ
Ｋ

Ｄ
に
は
定
義
と
病
期
分
類
（
国
際
分
類
）
が
あ
る
が
、

二
〇
〇
八
年
三
月
に
日
本
腎
臓
学
会
が
日
本
人
用

の
Ｇ
Ｆ
Ｒ
推
算
式
を
作
成
し
、
性
別
、
年
齢
、
血

清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
か
ら
推
算
糸
球
体
ろ
過
量
（
以

下
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
と
略
す
）
が
算
出
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
を
基
に
し
た
病
期
分
類
が
可
能
に

な
っ
た
。

１　

対
象

　

二
〇
〇
七
年
度
に
当
協
会
で
基
本
健
康
診
査
を

受
診
し
た
十
八
万
八
百
二
十
一
人
の
う
ち
、
腎

臓
病
歴
が
な
く
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
が
基

準
域
内
に
あ
っ
て
、
尿
検
査
を
実
施
し
得
た

十
七
万
一
千
六
百
八
十
八
人
を
対
象
と
し
た
。

２　

方
法

　

e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
算
出
に
は
、
日
本
腎
臓
学
会
よ
り
公

表
さ
れ
た
推
算
式
を
用
い
た
（
表
１
）。

　

尿
蛋
白
が
陰
性
で
、
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
六
十
未
満
の
者

を
Ｃ
Ｋ
Ｄ
該
当
者
と
し
た
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
該
当
者
と
Ｍ
Ｓ
危
険
因
子
と
の
関
連
性
に

つ
い
て
の
検
討
は
、肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、血
圧
、糖
代
謝
、

血
中
脂
質
を
調
査
し
、
Ｍ
Ｓ
の
判
定
基
準
に
準
じ
て

行
っ
た
（
表
２
）。

は
じ
め
に

対
象
お
よ
び
方
法

MS 項目 基 準 値
肥　満 ＢＭＩ　    25.0 以上
血　圧（mmHg） 収縮期 130　以上　かつ／または

拡張期　 85 以上
糖代謝 血糖（mg/dl） 空腹時血糖　110 以上　かつ／または
　　　 HbA1C  （%） HbA1C  5.5 以上
血中脂質（mg/dl） 中性脂肪値　150 以上　かつ／または

HDL- ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値 40 未満

表 2　メタボリック症候群の診断基準（一部改変）

※ CRE：酵素法で測定した血清クレアチニン値
※ eGFR 単位（㎖╱ min ╱ 1.73㎡ )

表 1　GFR 推算式

成人男性　eGFR=194 × CRE-1.094 ×年齢 -0.287

成人女性　eGFR=194 × CRE-1.094 ×年齢 -0.287 × 0.739

※肥満の指標は腹囲の代わりにＢＭＩを用いた
※基準に該当するものを危険因子とした

　

石
川 

友
一

財
団
法
人
福
島
県
保
健
衛
生
協
会　

情
報
管
理
課
主
幹（
兼
）統
計
係
長
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１　

性
別
・
年
齢
階
級
別
に
よ
る
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値

　

腎
臓
病
歴
が
な
く
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
を

実
施
し
た
受
診
者
十
七
万
八
千
九
十
六
人
に
つ
い
て
、

e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
を
性
別
・
年
齢
階

級
別
に
比
較
し
た
結
果
を
（
表
３
）
に
示
し
た
。

　

e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
平
均
値
は
、
男
女
と
も
加
齢
と
と
も

に
低
下
し
て
い
た
。

２　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
該
当
者
の
男
女
別
推
計

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
定
義
（
表
４
）
の　

に
該
当
す
る

GFR<    　

/m
in/1.73　

の
群
に
属
す
る
対
象
者
に

結　

果性別 年齢階級（歳） 年齢階級別
人数（人）

ｅＧＦＲの
平均値

ｅＧＦＲの
SD

男性

～ 19  5 107.4 19.1 
20 ～ 29  235 89.2 12.2 
30 ～ 39  1,835 83.2 11.8 
40 ～ 49  4,892 77.9 12.1 
50 ～ 59  12,121 75.3 12.5 
60 ～ 69  20,708 70.4 12.5 
70 ～ 79  21,979 66.1 12.8 

80 ～  5,243 61.0 12.8 
男性合計     67,018 

女性

～ 19  7 104.8 16.5 
20 ～ 29  380 90.3 13.9 
30 ～ 39  4,759 82.9 12.7 
40 ～ 49  11,723 76.9 12.2 
50 ～ 59  25,748 72.3 11.9 
60 ～ 69  31,966 68.0 11.7 
70 ～ 79  30,540 63.5 12.0 

80 ～  5,955 58.1 12.4 
女性合計 111,078 

表 3　性別・年齢階級別 e GFR の成績		
	 (2007 年度基本健康診査　n=178,096)

 ※腎臓病歴なしで血清クレアチニン検査を実施した受診者 			 

つ
い
て
、
Ｇ
Ｆ
Ｒ
推
算
式
を
用
い
て
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
を
算

出
し
た
。
男
性
で
一
万
一
千
百
五
十
六
人（
17
・５
％
）、

女
性
で
二
万
一
千
三
百
四
十
七
人
（
19
・
７
％
）、
全

体
で
三
万
二
千
五
百
三
人
（
18
・
９
％
）
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ

該
当
者
で
あ
っ
た
（
表
５
）。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
該
当
者
を
Ｃ
Ｋ

Ｄ
重
症
度
分
類
表
（
表
６
）
に
よ
り
ス
テ
ー
ジ
分
類

す
る
と
三
万
二
千
五
百
三
人
全
員
が
ス
テ
ー
ジ
３
に

属
し
て
い
た
。

　

腎
臓
専
門
医
に
受
診
勧
奨
す
る
レ
ベ
ル
Ｇ
Ｆ
Ｒ

50
未
満
を
分
水
嶺
と
す
る
と
S
３
a
（
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
50

〜
59
）
は
二
万
七
千
九
百
九
十
三
人
（
16
・
3
％
）、

S
３
b
（
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
30
〜
49
）
は
四
千
五
百
十
人

（
2
・
6
％
）
で
あ
っ
た
（
表
５
）。

【１または２のどちらかを満たす場合】
（１）．腎障害が３ヶ月以上継続する。				  
　　　腎障害とは腎臓の形態的または機能的異常を指し、GFR 低下
　　　の有無は問わない。					     　
　　　腎障害の診断は					   
　　　・病理学的診断　または・腎障害マーカーによって行う。	
　　　　このマーカーとしては、血液、尿検査、画像診断がある。	

（２）．GFR ＜６０ｍｌ / ｍｉｎ /1.73㎡　が３ケ月間以上継続する。	
      　この場合腎障害の有無は問わない。				  

性別
基本検診     
尿検査
実施数（人）

尿蛋白
判定 

尿潜血
判定  ＣＫＤ該当者数 

 S3a（人）       
ｅGFR 
50~59

 S3b（人）       
ｅGFR 
30~49

男性  63,568 
陰性 陰性 10,443 (16.4% ) 9,861 582 

陰性 陽性 713 (1.1% ) 668 45 

女性  108,120 
陰性 陰性 18,227 (16.9% ) 14,998 3,229 

陰性 陽性 3,120 (2.9% ) 2,466 654 

全体  171,688 32,503 (18.9% ) 27,993 4,510 

表 4　慢性腎臓病（CKD）の定義		

表 5 CKD 該当者の男女別推計

※腎臓病歴（－）、CRE が基準域、尿蛋白陰性　かつｅ GFR が６０未満の該当者

（
ス
テ
ー
ジ
）

病　

期
重症度の説明

進行度による
分 類　　　　
ＧＦＲ (㎖ / 分
/1.73㎡）

ハイリスク群
90 以上（CKD
のリスクファ
クターを有す
る状態で）

1 腎障害は存在するが、GFR は
正常または亢進 90 以上

2 腎障害が存在し、GFR 軽度低下 60 ～ 89
3 ＧＦＲ中程度低下 30 ～ 59
4 ＧＦＲ高度低下 15 ～ 29
5 腎不全 15 未満

表 6　CKD 重症度分類（K/DOQI-KDIGO）

60㎖
㎡

（2）
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３　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
該
当
者
と

　
　

Ｍ
Ｓ
各
危
険
因
子
と
の
関
連

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
該
当
者
と
推
計
さ
れ
た
三
万
二
千
五
百
三

人
の
中
で
、
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
は
男
性
で

三
千
八
百
九
十
四
人
（
34
・
９
％
）、
女
性
で

六
千
九
百
十
一
人
（
32
・
４
％
）、
全
体
で
は

一
万
八
百
五
人
（
33
・
２
％
）
が
危
険
因
子
を
保
有

し
て
い
た
。
血
圧
は
各
危
険
因
子
四
項
目
の
中
で
最

も
保
有
割
合
が
高
く
、
男
性
で
一
万
一
千
百
五
十
六

人
中
七
千
八
百
九
人
（
70
・
０
％
）、
女
性
で

二
万
一
千
三
百
四
十
七
人
中
一
万
三
千
七
十
一

（
61
・
２
％
）、
全
体
で
二
万
八
百
八
十

（
64
・
２
％
）
で
あ
っ
た
。
糖
代
謝
で
は
、
男
性

が
一
万
一
千
百
五
十
六
人
中
一
千
九
百
八
十
八

人
（
17
・
８
％
）、
女
性
が
二
万
一
千
三
百
四
十
七

人
中
二
千
五
百
五
十
七
人
（
12
・
０
％
）、
全
体

で
四
千
五
百
四
十
五
人
（
14
・
０
％
）
が
、
血

中
脂
質
で
は
、
男
性
が
一
万
一
千
百
五
十
六

人
中
三
千
七
十
三
人
（
27
・
５
％
）、
女
性
が

二
万
一
千
三
百
四
十
七
人
中
三
千
八
百
六
十
五
人

（
18
・
１
％
）、
全
体
で
六
千
九
百
三
十
八
人
（
21
・

３
％
）
が
危
険
因
子
保
有
者
で
あ
っ
た
（
表
７
）。

　

Ｍ
Ｓ
各
危
険
因
子

の
保
有
割
合
は
図
1
に

示
し
た
ご
と
く
で
あ
り
、

血
圧
危
険
因
子
を
保
有

す
る
割
合
が
男
女
と
も

群
を
抜
い
て
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
（
図
１
）。

　

新
し
い
Ｇ
Ｆ
Ｒ
推
算
式
を
用
い
て
求
め
た
e
Ｇ
Ｆ

Ｒ
を
性
別
・
年
齢
階
級
別
に
み
て
み
る
と
、
男
女
と

も
高
年
齢
層
ほ
ど
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
平
均
値
が
低
く
な
っ
て

お
り
、
加
齢
が
糸
球
体
ろ
過
量
を
下
げ
る
、
す
な
わ

ち
腎
機
能
低
下
の
最
大
の
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
（
表
3
）。

　

わ
が
国
の
成
人
に
お
け
る
ス
テ
ー
ジ
三
〜
五
の
推

計
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
数
は
、
約
一
千
九
十
七
万
人
に
の
ぼ

る
と
い
う
。

　

今
回
、
二
〇
〇
七
年
度
に
当
協
会
で
基
本

健
康
診
査
を
受
け
た
受
診
者
の
デ
ー
タ
を

基
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
推
計
を
行
な
っ
た
結
果
で
は
、

十
七
万
一
千
六
百
八
十
八
人
の
対
象
者
に
対
し

三
万
二
千
五
百
三
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
該
当
し
て
お
り
、

性　別  CKD該当者
数（人） 

BMI 危険因子
保有者数（人）

血圧危険因子
保有者数（人）

糖代謝危険因子
保有者数（人）

脂質危険因子
保有者数（人）

男　性 11,156  3,894 (34.9% ) 7,809 (70.0% ) 1,988 (17.8% ) 3,073 (27.5% )

女　性 21,347  6,911 (32.4% ) 13,071 (61.2% ) 2,557 (12.0% ) 3,865 (18.1% )

全　体 32,503  10,805 (33.2% ) 20,880 (64.2% ) 4,545 (14.0% ) 6,938 (21.3% )

表7　CKD該当者とMS各危険因子との関連	

※危険因子基準に該当するものを保有者とした

図1　CKD該当者のMS各危険因子を保有する割合

考
察
と
ま
と
め

割　

合

項　目

BM
I

危険
因子 血圧

危険
因子 糖代

謝

危険
因子 脂質

危険
因子

Ｃ
Ｋ
Ｄ
該
当
者
で
は
、

血
圧
危
険
因
子
を
保
有
す
る
割
合
が

男
女
と
も
群
を
抜
い
て
多
い
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そ
の
割
合
は
18
・
9
％
と
高
率
で
あ
っ
た
。
ま
た
腎

臓
病
歴
が
な
く
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
が
基
準
域

に
あ
っ
て
、
尿
蛋
白
・
尿
潜
血
と
も
に
陰
性
で
あ
っ

た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
該
当
者
が
二
万
八
千
六
百
七
十
人
（
16
・

７
％
）
も
い
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
腎
機
能
評
価
で

は
検
出
さ
れ
な
い
群
で
あ
り
、
こ
れ
が
か
な
り
高
い

頻
度
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

基
本
健
康
診
査
受
診
者
を
対
象
と
し
て
、
Ｇ
Ｆ
Ｒ

推
算
式
を
基
に
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
を
算
出
し
、
検
討
し
た
結

果
、
従
来
の
尿
・
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
だ
け
で

は
検
出
さ
れ
な
い
、
い
わ
ば
隠
れ
腎
臓
病
と
も
言
う

べ
き
Ｃ
Ｋ
Ｄ
群
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
基
本
健
康
診
査

は
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
健
康
診
査
に
移
行
し
た
。

し
か
し
、
特
定
健
康
診
査
で
は
、
血
清
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
検
査
が
血
液
検
査
項
目
か
ら
除
外
さ
れ
た
た
め
、

e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
に
よ
る
腎
機
能
評
価
を
行
な
う
機
会
が
失

な
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
高
頻
度
で
存
在
す
る
Ｃ
Ｋ

Ｄ
該
当
者
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、
特
定
健

康
診
査
の
検
査
項
目
に
、
市
町
村
が
独
自
で
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
を
付
加
し
、
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
に
よ
る
腎

機
能
評
価
を
行
う
な
ど
の
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
た
。
事
実
、
二
〇
〇
九
年
度
に
一
部
の

市
町
村
で
は
、
e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
を
用
い
て
腎
機
能
評
価
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
従
来
、
生
活
習
慣
病
や
Ｍ
Ｓ
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
発

症
に
深
く
関
与
し
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回

検
討
を
行
っ
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
群
で
も
、
Ｍ
Ｓ
危
険
因
子
と

の
関
連
性
が
強
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
の
た
め
に
も
、
生
活
習
慣
の
改

善
を
含
め
た
Ｍ
Ｓ
危
険
因
子
対
策
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

本
稿
の
要
旨
は
第
39
回
福
島
県
保
健
衛
生
学
会
（
平
成
二
十

年
九
月
十
日
、
福
島
県
郡
山
市
）
で
発
表
し
、
現
在
、
予
防

医
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
に
投
稿
中
で
あ
る
。

従
来
の
検
査
だ
け
で
は
検
出
さ
れ
な
い

隠
れ
腎
臓
病
に
も

対
策
が
必
要

肥満 高血圧

糖代謝脂質

腎臓
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二
年
目
を
迎
え
た「
特
定
健
診
」

〜
そ
の
現
状
を
報
告
し
ま
す
〜

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま

し
た
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
く
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
制
度
が
二
年
目
を
迎
え
、
今

年
度
も
四
月
中
旬
か
ら
県
民
の
方
々
の

健
診
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
制
度
改
革
の
初
年
度
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
健
診
の
準
備
体
制

が
大
幅
に
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
四
月

に
実
施
し
た
の
は
桧
枝
岐
村
の
一
村
だ

け
で
し
た
が
、
今
年
度
は
一
町
が
新
た

に
加
わ
り
、
二
町
村
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
町
村
は
、
出
来
る
だ
け
国

保
以
外
の
方
に
対
し
て
も
特
定
健
診
の

受
診
機
会
を
確
保
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
各
医
療
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
る

「
受
診
券
」
が
被
扶
養
者
へ
届
く
時
期
を

考
慮
し
、
概
ね
昨
年
度
同
様
の
五
月
中

旬
以
降
の
日
程
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

財
団
法
人
福
島
県
保
健
衛
生
協
会　

業
務
課
長
心
得 　

佐
藤 

武
浩

　

今
年
度
の
状
況
の
前
に
、
平
成
二
十
年
度
の
実
績

を
報
告
し
ま
す
と
、
当
協
会
に
お
け
る
特
定
健
診
等

昨
年
度
の
受
診
者
は
、

前
年
比
約
30
％
の
大
幅
減
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（
七
五
歳
以
上
を
含
む
）
の
受
診
者
数
は
、
全
体
で

約
十
二
万
五
千
人
で
し
た
。　

　

平
成
十
九
年
度
の
基
本
健
康
診
査
に
お
け
る
受
診

者
数
の
約
十
八
万
人
と
比
較
す
る
と
、
約
五
万
五
千

人
の
減
少
で
あ
り
、
受
診
率
で
は
約
30
％
の
大
幅
な

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
等
受
診
者
の
内
訳
は
、《
表
１
》
の
と
お

り
で
す
。

　

ま
た
、
本
県
の
市
町
村
で
は
、
特
定
健
診
と
併
せ

て
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検

診
等
を
同
時
に
行
な
う
、
い
わ
ゆ
る
総
合
健
診
方
式

（
婦
人
科
検
診
は
別
日
程
で
実
施
）
を
取
り
入
れ
て

い
る
市
町
村
が
多
く
、
特
定
健
診
の
受
診
者
数
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
に

も
大
き
な
影
響
が
生
じ
、
平
成
十
九
年
度
と
比
較
す

る
と
《
表
２
》
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
な
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

婦
人
科
の
集
団
検
診
（
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん

検
診
）
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
診
と
は
別
日
程
で
実

施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
大
幅
な
減
少
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
平
成
十
九
年
度
の
受
診
者
数
と
比
較

す
る
と
、
子
宮
が
ん
車
輌
検
診
で
は
約
６
％
、
乳
が

ん
検
診
で
は
約
７
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
平
成
二
十
年
度
の
実
績
か
ら
、
こ
の

ま
ま
で
は
今
年
度
に
お
い
て
も
受
診
者
数
の
大
幅
な

増
加
は
見
込
め
な
い
と
判
断
し
、
福
島
県
や
各
市
町

村
を
は
じ
め
、
各
医
療
保
険
者
、
関
係
団
体
等
に
対

し
、
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動

等
の
実
施
を
積
極
的
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
団
体
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
当
協
会
で

作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

独
自
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

独
自
の
対
策
と
し
ま
し
て
、
特
定
健
康
診
査
及

び
各
種
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

福
島
県
、
福
島
県
医
師
会
及
び
福
島
県
歯
科
医
師
会

の
後
援
を
い
た
だ
き
、「
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
B
２
サ
イ
ズ
の

ポ
ス
タ
ー
を
五
千
部
、
A
４
サ
イ
ズ
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
八
万
部
作
成
し
て
、
特
に
、
協
会
け
ん
ぽ
加
入

事
業
所
を
含
む
法
人
企
業
に
対
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
り
、
従
業
員
数
五
十
名
以
上
の
企
業
に
つ
い
て
は
、

当
協
会
の
職
員
が
事
業
所
を
直
接
訪
問
し
、
新
し
い

医
療
制
度
や
特
定
健
診
受
診
券
の
申
込
み
方
法
及
び

受
診
方
法
を
説
明
し
た
ほ
か
、
従
業
員
数
五
十
名
未

満
の
企
業
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
形
式
で
送
付
す
る
な
ど
受
診
率
の
向
上

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

被用者保険の被扶養者
6,927

特定健診等受診者数の内訳
単位（人）

市町村国保
（40～74歳）
88,241

市町村衛生部門事業（39歳以下等）　6,820

H20

広域連合
（75歳以上）
23,083

婦
人
科
集
団
検
診
は
約
７
％
の
減
少

胃がん検診
H19 H20

78,759
67,219

胃がん検診等各検診別の受診者状況
単位（人）

100,000

200,000

0

14.7％
減

大腸がん検診
H19 H20

83,561
74,932

10.3％
減

胸部レントゲン検査
H19 H20

180,669

151,868

15.9％
減

肺がん検診（喀痰）
H19 H20

9,980

7,943

20.4％
減

ポ
ス
タ
ー
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で

広
報
活
動
を
展
開

二年目を迎えた「特定健診」
〜その現状を報告します〜

《表1》

《表2》
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さ
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で

の
特
定
健
診
の
受
診
状
況
を
、
昨
年
度
の
受
診
会
場

別
の
受
診
者
数
と
比
較
し
ま
す
と
、
市
町
村
単
位
で

は
増
減
が
あ
り
ま
す
が
、
県
全
体
で
は
２
・
7
％
の

増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
対
す
る
、
全

国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
加
入
事
業
所
の

「
特
定
健
診
受
診
券
」
発
行
が
、
昨
年
度
は
申
請
に

よ
る
形
式
で
し
た
が
、
今
年
度
は
協
会
け
ん
ぽ
福
島

県
支
部
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
一
部
地
域
（
主
に

四
～
五
月
に
集
団
健
診
を
開
始
す
る
地
区
）
に
お
い

て
は
、
受
診
券
を
直
接
発
行
す
る
形
式
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

協
会
け
ん
ぽ
被
扶
養
者
の
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
、
受
診
券
発
行
の
遅
れ
に
よ
り
七
月
以
降
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
受
診
券
が
直

送
さ
れ
た
こ
と
で
、
受
診
者
数
は
四
月
が
約
二
十
名
、

五
月
は
約
三
百
五
十
名
、
六
月
は
約
九
百
五
十
名
と

三
カ
月
間
で
約
一
千
三
百
名
の
方
が
特
定
健
診
を
受

診
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
中
に
は
、
申
請
書
で
の

申
し
込
み
に
よ
る
受
診
券
で
受
診
さ
れ
た
方
も
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
同
様
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
も
今
年
度

は
、
昨
年
度
の
実
績
よ
り
多
少
ア
ッ
プ
す
る
と
想
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
受
診
状
況
は
、
各
検

診
と
も
全
体
的
に
前
年
度
に
引
き
続
き
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
し
て
、
特
に
、
胃
が
ん
検
診
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
対
比
で
約
５
％
の

減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
の
多
い
市
及
び
町
の
集
団
検
診
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
受
診
者
の
方
々

が
「
集
団
検
診
か
ら
施
設
健
診
へ
移
行
す
る
の
か
ど

う
か
」
な
ど
を
慎
重
に
見
極
め
て
、
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、「
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

の
配
布
が
、
受
診
者
数
の
増
加
に
繋
が
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
協
会
と
し
て
は
、
医
師
確
保
の
問
題
も

受
診
増
は
、

受
診
券
直
接
発
送
の
効
果
？

が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
に
期
待
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あ
り
ま
す
が
、
市
町
村
か
ら
の
検
診
日
程
の
追
加
要

望
等
に
対
し
ま
し
て
は
、
積
極
的
に
対
応
す
る
な
ど
、

受
診
率
の
向
上
に
な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、

医
療
保
険
者
と
の
個
別
契
約
に
よ
っ
て
実
施
し
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
、
個
別
契
約
に
加
え
国
保
ベ
ー
ス

集
合
契
約
（
B
契
約
）
に
も
参
加
し
、
個
別
と
集
合

の
二
つ
の
契
約
形
態
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年

度
は
、
特
定
健
診
の
遅
れ
が
影
響
し
て
保
健
指
導
の

ス
タ
ー
ト
も
遅
れ
ま
し
た
の
で
、
動
機
付
け
支
援
は

八
保
険
者
（
国
保
三
含
む
）、
積
極
的
支
援
は
七
保

険
者（
国
保
二
含
む
）か
ら
の
受
託
に
止
ま
り
ま
し
た
。

　

特
定
保
健
指
導
の
実
施
人
数
は
、《
表
3
》
の
と
お

り
で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
保
健
指
導
は
、
四
月
に
健
康

診
断
を
実
施
し
た
企
業
の
被
保
険
者
か
ら
指
導
区
分

が
決
定
し
て
い
る
の
で
、
七
月
上
旬
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
各
医
療
保
険
者
が
設
定
し
た
「
特
定
健

診
及
び
特
定
保
健
指
導
の
目
標
」
を
達
成
す
る
た
め
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
健
診
及
び
保
健
指
導
の
実

施
に
向
け
、
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
点
や
要
望
事
項

を
踏
ま
え
、
市
町
村
及
び
医
療
保
険
者
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

動機付け支援
376

268

男性 女性

108

積極的支援
256

247

男性

9

動機付け支援
632

515

男性 女性

117

平成20年度　特定保健指導の実施人数

0

100

200

300

400

500

600

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

二年目を迎えた「特定健診」
〜その現状を報告します〜

《表3》
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旬の素材は、最も美味しく栄養豊かです。
自然の恵みを食べて、生活習慣病を予防しましょう。

　

ち
ら
ほ
ら
と
秋
の
虫
た
ち
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
と
、
お
い
し
い
も
の
が
増
え
る
。
そ

の
代
表
格
が
サ
ン
マ
だ
。
ご
存
知
の
通
り
サ

ン
マ
は
回
遊
魚
で
、
七
月
頃
に
北
海
道
東
岸

沖
に
現
れ
、
三
陸
沖
を
南
下
す
る
。
い
わ
き

市
小
名
浜
港
の
水
揚
げ
最
盛
期
は
、
九
月
末

だ
。
こ
の
頃
、
脂
の
乗
っ
た
サ
ン
マ
が
、
大

量
に
市
場
に
出
ま
わ
る
。

　

サ
ン
マ
は
、
体
の
幅
が
狭
い
魚
、「
狭
真
魚

（
さ
ま
な
）」
が
転
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
秋
刀
魚
」
の
漢
字
表
記
は
、
秋
に
獲
れ
刀
を

連
想
さ
せ
る
色
や
形
の
特
徴
を
と
ら
え
た
当

て
字
。
江
戸
時
代
に
は
「
三
馬
」
と
か
「
馬
」

の
字
を
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で

も
水
産
業
界
で
は
、「
午
」
の
字
が
使
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

南
下
の
終
点
は
四
国
、
九
州
沖
。
こ
の
南

下
の
途
中
で
産
卵
し
、
孵
化
（
ふ
か
）
し
た

稚
魚
は
北
上
を
始
め
、
夏
に
再
び
北
海
道
沖

に
現
れ
る
。
生
き
た
ま
ま
で
の
捕
獲
が
極
め

て
難
し
く
、
ま
た
大
量
に
と
れ
て
養
殖
の
需

要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
飼
育
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
が
、福
島
県
の「
環
境
水
族
館
」

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
が
唯
一
飼
育
に
成

功
し
て
い
る
。

　

サ
ン
マ
に
は
、ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
（
Ｄ

Ｈ
Ａ
）
と
エ
イ
コ
サ
ペ
タ
エ
ン
酸
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

と
呼
ば
れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
が
た
っ
ぷ
り
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
血
液
の
流
れ
を

よ
く
す
る
働
き
が
あ
り
、
動
脈
硬
化
、
心
筋

梗
塞
、
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

粘
膜
を
丈
夫
に
し
て
風
邪
を
防
ぐ
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
、
若
返
り
の
ビ
タ
ミ
ン
と
言
わ
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
、
骨
や
歯
を
丈
夫
に
す
る
カ
ル
シ
ウ

ム
も
豊
富
だ
。
江
戸
時
代
か
ら
「
サ
ン
マ
が

出
る
と
あ
ん
ま
が
ひ
っ
こ
む
」
と
言
っ
て
い

た
私
た
ち
日
本
人
は
、
サ
ン
マ
の
も
つ
滋
養

を
身
を
も
っ
て
実
感
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

手
軽
、
か
つ
最
も
サ
ン
マ
の
お
い
し
さ
が

味
わ
え
る
の
が
、
塩
焼
き
だ
ろ
う
か
。
せ
っ

か
く
の
栄
養
素
が
脂
と
一
緒
に
失
わ
れ
て

し
ま
う
た
め
、
焼
き
す
ぎ
に
は
注
意
し
た

い
。
コ
ゲ
た
部
分
に
含
ま
れ
る
発
ガ
ン
物
質

　

福
島
の
秋
を
代
表
す
る

　

秋
の
味
覚

　

生
活
習
慣
病
の

　

予
防
に
も
効
果
あ
り
！
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サンマ

ショウガ

ネギ
青ジソ

は
、
大
根
お
ろ
し
の
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
Ｃ

な
ど
が
帳
消
し
し
て
く
れ
る
。　
　

　

サ
ン
マ
に
含
ま
れ
る
多
く
の
栄
養
素
は
血

合
い
や
内
臓
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
サ
ン

マ
は
、
餌
を
食
べ
て
か
ら
排
出
す
る
ま
で

三
〇
分
程
度
と
短
い
た
め
内
臓
に
え
ぐ
み
が

な
く
、
塩
焼
き
の
は
ら
わ
た
を
好
ん
で
食
べ

る
人
も
多
い
。
新
鮮
な
ら
苦
み
が
少
な
い
の

で
選
ぶ
と
き
に
注
意
し
た
い
。

　

新
鮮
な
サ
ン
マ
は
、
目
が
黒
く
澄
ん
で
い

て
身
体
全
体
に
張
り
が
あ
る
。
腹
部
が
ぶ
よ

ぶ
よ
し
て
い
る
も
の
は
、
古
く
な
っ
て
い
る

証
拠
。
口
先
や
尾
の
付
け
根
が
黄
色
く
な
っ

て
い
れ
ば
、
脂
が
の
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

三
〇
㎝
以
上
あ
る
大
型
の
も
の
が
、
栄
養
が

豊
富
で
美
味
し
い
と
さ
れ
る
。

　

冷
蔵
や
輸
送
手
段
が
進
歩
し
て
、
鮮
度
の

い
い
サ
ン
マ
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
刺

身
で
食
べ
ら
れ
る
機
会
も
増
え
た
。

　

そ
れ
以
前
は
、
保
存
の
た
め
に
様
々
な
加

工
が
必
要
だ
っ
た
。
い
わ
き
市
は
、
み
り
ん

干
し
サ
ン
マ
発
祥
の
地
だ
。
小
名
浜
で
昭
和

二
十
一
年
に
考
案
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
、

生
産
高
は
国
内
第
一
位
と
い
う
。

　

サ
ン
マ
は
煮
物
や
炊
き
込
み
ご
は
ん
に
す

る
と
栄
養
素
を
無
駄
な
く
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
レ
シ
ピ
で
、
秋
の

恵
み
を
満
喫
し
て
み
た
い
。

い
わ
き
市
の
郷
土
料
理

サ
ン
マ
の
ぽ
う
ぽ
う
焼
き

生活習慣病予防に働く！

ドコサヘキサエン酸（DHA）と
エイコサペンタエン酸（EPA）

　

骨
が
気
に
な
ら
な
い
の
で
、
ち
い
さ
な

子
ど
も
や
お
年
寄
り
に
も
好
ま
れ
ま
す
。

材
料
（
４
人
分
）

・
サ
ン
マ
…
…
…
２
匹

・
ネ
ギ 

…
…
…
…
１
本

・
シ
ョ
ウ
ガ
…
…
…
１
か
け

・
青
ジ
ソ
… 

…
…
２
〜
３
枚

・
み
そ
…
…
…
…
小
さ
じ
２

・
塩
・
食
用
油
・
み
り
ん
…
適
宜

●
作
り
方

①
サ
ン
マ
は
３
枚
に
お
ろ
し
て
、
包
丁
で
た

た
き
細
か
く
す
る
。

②
ネ
ギ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
青
ジ
ソ
を
み
じ
ん
切

り
に
し
て
、
①
に
加
え
る
。

③
み
そ
小
さ
じ
２
、
塩
少
々
、
み
り
ん
を
加

え
て
混
ぜ
合
わ
せ
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

整
え
る
。

④
油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
、
両
面
を
焼

い
て
火
を
通
す
。

　

栄
養
豊
富
な

　

大
型
サ
イ
ズ
を
選
ぼ
う

　頭の働きをよくする脂肪酸

　ドコサヘキサエン酸（DHA）
　水産生物に特有な脂質を構成する高度不飽和脂肪
酸の一つで EPA と同様、まぐろ、ぶり、かつお、さ
ばなどの海産魚に多く含まれる。生理作用としては、
EPA と同様、血圧や血中脂質濃度の低下作用が知ら
れているほか、脳の神経細胞の機能に重要な働きを
すると考えられるため、「頭の働きをよくする脂肪酸」
ともいわれる。 

　血圧や血中脂質を下げる

　エイコサペンタエン酸（EPA）
　水産生物に特有な脂質を構成する高度不飽和脂肪
酸の一つで、いわしやさばなどに特に豊富に含まれ
る。生理作用として血圧や血中脂質濃度の低下作用
が知られ、動脈硬化症による症状や高脂血症の改
善を目的とした医薬品として実用化されているほか、
高血圧、炎症の予防や癌細胞の増殖防止などに効果
があるとされている。

農林水産省／農林水産関係用語集より

（
文
責　

進
和
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
）
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平
成
二
十
年
度 

（
第
二
十
三
回
）

が
ん
基
金
審
議
会

　

去
る
二
月
二
十
日
㈮
福
島
県
保
健
衛
生
協

会
が
ん
基
金
の
第
二
十
三
回
審
議
会
が
福
島
市

「
杉
妻
会
館
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
基
金
は
、昭
和
六
十
一
年
五
月
に
当
協

会
に
設
置
発
足
以
来
、が
ん
予
防
思
想
の
普
及

啓
発
事
業
及
び
が
ん
に
関
す
る
調
査・研
究
の

補
助
事
業
等
に
役
立
て
ら
れ
、福
島
県
の
が
ん

対
策
の
推
進
を
図
って
き
た
。

　

同
審
議
会
で
は
、前
年
度
の
事
業
経
過
に
つい

て
新
聞
広
報
や
街
頭
キ
ャ
ンペ
ー
ン
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
報
告
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
が
審

議
さ
れ
、が
ん
検
診
受
診
勧
奨
の
た
め
の
広
報

事
業
、啓
発
用
パン
フ
レ
ッ
ト
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作

製
な
ど
、継
続
し
て
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
承
認
さ
れ
た
。

　

県
内
の
団
体
、

個
人
か
ら
の
寄
付

に
よ
り
、平
成
二

十
年
度
末
の
基

金
造
成
額
は
二

億
六
千
六
百
七

十
八
万
八
千
七

百
十
一
円
と
な
っ

て
い
る
。

PHOTO
FLASH

財
団
法
人
結
核
予
防
会

創
立
七
十
周
年
記
念
第
六
十
回
結
核
予
防
全
国
大
会

　

去
る
三
月
十
七
日
㈫
、十
八
日
㈬
東
京
都

「
ホ
テ
ルニュー
オ
ー
タ
ニ
」に
お
い
て
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
行
幸
啓
を
仰
ぎ
、秋
篠
宮
妃
殿
下

の
ご
臨
席
の
も
と
第
六
十
回
結
核
予
防
全
国

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
結
核
予
防
会
創
立
七
十
周
年
記

念
の
大
会
に
あ
た
り
、天
皇
陛
下
の
お
言
葉

で
は「
結
核
の
現
状
を
認
識
し
、結
核
予
防
の

重
要
性
に
人
々
が
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
極

め
て
大
切
な
こ
と
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、結
核
予
防
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
全

国
の
団
体
及
び
個
人
に
、結
核
予
防
会
総
裁

秋
篠
宮
妃
殿
下
よ
り
秩
父
宮
妃
記
念
結
核

予
防
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

研
鑽
集
会
で
は
、「
結
核
の
な
い
世
界
ー
罹

患
率
百
万
対
一
を
め
ざ
し
て
」「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
！
」を
テ
ー
マ
に
関
係
各
分
野
か
ら
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、参
集
者
は
世
界
の

結
核
根
絶
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

な
お
、同
大
会
は
、平
成
二
十
二
年
度
福
島

県
に
お
い
て
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

PHOTO
FLASH

乳
が
ん
検
診
キ
ャ
ラ
バ
ン「
さ
く
ら
パ
ン
ダ
前
線
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

│
若
い
人
で
も
乳
が
ん
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
│

　

映
画「
余
命
一
か
月
の
花
嫁
」の
公
開
を

記
念
し
、乳
が
ん
検
診
キ
ャ
ラ
バン
さ
く
ら
パン

ダ
前
線
キ
ャ
ンペ
ー
ン
が
、五
月
十
四
日
㈭
福

島
市
ま
ち
な
か
広
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、若
く
し
て
乳
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
長

島
千
恵
さ
ん
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、「
若
い
人

で
も
乳
が
ん
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
若
い
人
ほ
ど
体
に
気
を
つ
け
て
ほ
し

い
。」と
い
う
思
い
か
ら
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

の
普
及
を
目
的
に
全
国
二
十
九
カ
所
を
巡
回

し
展
開
さ
れ
た
。

　

当
協
会
で
は
こ
れ
に
併
せ
、特
定
健
診・が

ん
検
診
の
重
要
性
を
広
く
県
民
に
呼
び
か
け

る
た
め
、来
場
者
を
対
象
と
し
た
保
健
師
に

よ
る
乳
が
ん
自
己
検
診
法
の
指
導
や
通
行
人

への
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
受
診
勧
奨
に

努
め
た
。

PHOTO
FLASH

平
成
二
十
年
度

非
常
勤
嘱
託
職
員
永
年
勤
続
表
彰
式
及
び
研
修
会
開
催

　

非
常
勤
嘱
託
職
員
の
永
年
勤
続
表
彰
式
及
び
研
修
会
が
去
る
一
月
二
十

七
日
㈫
郡
山
市
磐
梯
熱
海
温
泉「
華
の
湯
」で
開
催
さ
れ
た
。

　

表
彰
状
が
鈴
木
仁
会
長
か
ら
各
人
に
手
渡
さ

れ
、受
賞
者
代
表
の
山
田
富
寿
子
さ
ん
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
、「
健
康
診
査
の
有
効
性
と

そ
の
利
用
」と
題
し
、福
島
県
立
医
科
大
学
健
康

情
報
科
学・疫
学
教
授
林
正
幸
先
生
に
よ
る
特

別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

○
二
十
年
勤
続 
六
名

　

山
田 

富
寿
子 （
県　

南
）

　

三
坂 

キ
ヨ
子 
（
県　

南
）

　

金
子 
　

京
子 （
会　

津
）

　

星 

　

ヤ
ス 
（
会　

津
）

　

斎
藤 

由
美
子 （
会　

津
）

　

福
島 
　

由
美 （
会　

津
）

○
十
五
年
勤
続 

十
名

　

永
瀬 
　

節
子 （
福　

島
）

　

宍
戸 

喜
恵
子 （
福　

島
）

　

菅
野 

都
志
恵 （
福　

島
）

　

内
田 
　

好
子 （
県　

南
）

　

仲
田 

早
智
子 （
県　

南
）

　

邉
見 

ミ
ヨ
子 
（
会　

津
）

　

海
野 

征
津
子 （
会　

津
）

　

鈴
木 
　

里
子 （
会　

津
）

　

星 

ヨ
ネ
子 
（
相　

双
）

　

尾
澤 

美
奈
子 （
相　

双
）

○
十
年
勤
続 

十
二
名

　

本
田 
　

明
子 （
福　

島
）

　

高
橋 
　

郁
子 （
福　

島
）

　

加
藤 

美
恵
子 （
福　

島
）

　

門
脇 
　

啓
子 （
県　

南
）

　

富
樫 

あ
け
み 
（
県　

南
）

　

飛
田 
　

千
才 （
県　

南
）

　

國
分 
　

洋
子 （
県　

南
）

　

渡
部 

美
代
子 （
会　

津
）

　

田
中 
　

理
恵 （
会　

津
）

　

吉
田 
　

美
子 （
相　

双
）

　

金
子 
　

巻
子 （
相　

双
）

　

石
山 
　

保
子 （
い
わ
き
）

○
二
十
年
勤
続 

二
十
二
名

　

本
柳 
　

榮
子 （
福　

島
）

　

山
本 

千
賀
子 （
福　

島
）

　

武
藤 

美
佐
子 （
福　

島
）

　

水
上 

マ
キ
子 
（
県　

南
） 　

本
田 
　

友
子 （
県　

南
）

　

星 

美
枝
子 （
県　

南
）

　

永
山 
　

廣
美 （
県　

南
）

　

松
井 

テ
ツ
ヨ 
（
県　

南
）

　

遠
藤 
　

幸
子 （
県　

南
）

　

遠
藤 

美
智
子 （
県　

南
）

　

井
原 
　

俊
子 （
県　

南
）

　

星 

紀
美
子 （
会　

津
）

　

二
瓶 

の
り
子 
（
会　

津
）

　

菊
地 
　

正
恵 （
会　

津
）

　

山
内 
　

花
子 （
会　

津
）

　

小
原 
　

久
美 （
会　

津
）

　

佐
藤 
　

幸
枝 （
会　

津
）

　

熊
田 
　

法
子 （
相　

双
）

　

岡
本 

と
し
子 
（
相　

双
）

　

新
谷 
　

友
子 （
相　

双
）

　

五
十
嵐  
信
子 
（
相　

双
）

　

渡
辺 
　

礼
子 （
い
わ
き
）
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平
成
二
十
年
度 

（
第
二
十
三
回
）

が
ん
基
金
審
議
会

　

去
る
二
月
二
十
日
㈮
福
島
県
保
健
衛
生
協

会
が
ん
基
金
の
第
二
十
三
回
審
議
会
が
福
島
市

「
杉
妻
会
館
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
基
金
は
、昭
和
六
十
一
年
五
月
に
当
協

会
に
設
置
発
足
以
来
、が
ん
予
防
思
想
の
普
及

啓
発
事
業
及
び
が
ん
に
関
す
る
調
査・研
究
の

補
助
事
業
等
に
役
立
て
ら
れ
、福
島
県
の
が
ん

対
策
の
推
進
を
図
って
き
た
。

　

同
審
議
会
で
は
、前
年
度
の
事
業
経
過
に
つい

て
新
聞
広
報
や
街
頭
キ
ャ
ンペ
ー
ン
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
報
告
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
が
審

議
さ
れ
、が
ん
検
診
受
診
勧
奨
の
た
め
の
広
報

事
業
、啓
発
用
パン
フ
レ
ッ
ト
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作

製
な
ど
、継
続
し
て
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
承
認
さ
れ
た
。

　

県
内
の
団
体
、

個
人
か
ら
の
寄
付

に
よ
り
、平
成
二

十
年
度
末
の
基

金
造
成
額
は
二

億
六
千
六
百
七

十
八
万
八
千
七

百
十
一
円
と
な
っ

て
い
る
。

PHOTO
FLASH

財
団
法
人
結
核
予
防
会

創
立
七
十
周
年
記
念
第
六
十
回
結
核
予
防
全
国
大
会

　

去
る
三
月
十
七
日
㈫
、十
八
日
㈬
東
京
都

「
ホ
テ
ルニュー
オ
ー
タ
ニ
」に
お
い
て
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
行
幸
啓
を
仰
ぎ
、秋
篠
宮
妃
殿
下

の
ご
臨
席
の
も
と
第
六
十
回
結
核
予
防
全
国

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
結
核
予
防
会
創
立
七
十
周
年
記

念
の
大
会
に
あ
た
り
、天
皇
陛
下
の
お
言
葉

で
は「
結
核
の
現
状
を
認
識
し
、結
核
予
防
の

重
要
性
に
人
々
が
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
極

め
て
大
切
な
こ
と
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、結
核
予
防
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
全

国
の
団
体
及
び
個
人
に
、結
核
予
防
会
総
裁

秋
篠
宮
妃
殿
下
よ
り
秩
父
宮
妃
記
念
結
核

予
防
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

研
鑽
集
会
で
は
、「
結
核
の
な
い
世
界
ー
罹

患
率
百
万
対
一
を
め
ざ
し
て
」「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
！
」を
テ
ー
マ
に
関
係
各
分
野
か
ら
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、参
集
者
は
世
界
の

結
核
根
絶
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

な
お
、同
大
会
は
、平
成
二
十
二
年
度
福
島

県
に
お
い
て
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

PHOTO
FLASH

乳
が
ん
検
診
キ
ャ
ラ
バ
ン「
さ
く
ら
パ
ン
ダ
前
線
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

│
若
い
人
で
も
乳
が
ん
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
│

　

映
画「
余
命
一
か
月
の
花
嫁
」の
公
開
を

記
念
し
、乳
が
ん
検
診
キ
ャ
ラ
バン
さ
く
ら
パン

ダ
前
線
キ
ャ
ンペ
ー
ン
が
、五
月
十
四
日
㈭
福

島
市
ま
ち
な
か
広
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、若
く
し
て
乳
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
長

島
千
恵
さ
ん
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、「
若
い
人

で
も
乳
が
ん
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
若
い
人
ほ
ど
体
に
気
を
つ
け
て
ほ
し

い
。」と
い
う
思
い
か
ら
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

の
普
及
を
目
的
に
全
国
二
十
九
カ
所
を
巡
回

し
展
開
さ
れ
た
。

　

当
協
会
で
は
こ
れ
に
併
せ
、特
定
健
診・が

ん
検
診
の
重
要
性
を
広
く
県
民
に
呼
び
か
け

る
た
め
、来
場
者
を
対
象
と
し
た
保
健
師
に

よ
る
乳
が
ん
自
己
検
診
法
の
指
導
や
通
行
人

への
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
受
診
勧
奨
に

努
め
た
。

PHOTO
FLASH

平
成
二
十
年
度

非
常
勤
嘱
託
職
員
永
年
勤
続
表
彰
式
及
び
研
修
会
開
催

　

非
常
勤
嘱
託
職
員
の
永
年
勤
続
表
彰
式
及
び
研
修
会
が
去
る
一
月
二
十

七
日
㈫
郡
山
市
磐
梯
熱
海
温
泉「
華
の
湯
」で
開
催
さ
れ
た
。

　

表
彰
状
が
鈴
木
仁
会
長
か
ら
各
人
に
手
渡
さ

れ
、受
賞
者
代
表
の
山
田
富
寿
子
さ
ん
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
、「
健
康
診
査
の
有
効
性
と

そ
の
利
用
」と
題
し
、福
島
県
立
医
科
大
学
健
康

情
報
科
学・疫
学
教
授
林
正
幸
先
生
に
よ
る
特

別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

○
二
十
年
勤
続 

六
名

　

山
田 

富
寿
子 （
県　

南
）

　

三
坂 

キ
ヨ
子 
（
県　

南
）

　

金
子 
　

京
子 （
会　

津
）

　

星 

　

ヤ
ス 
（
会　

津
）

　

斎
藤 

由
美
子 （
会　

津
）

　

福
島 
　

由
美 （
会　

津
）

○
十
五
年
勤
続 

十
名

　

永
瀬 
　

節
子 （
福　

島
）

　

宍
戸 

喜
恵
子 （
福　

島
）

　

菅
野 

都
志
恵 （
福　

島
）

　

内
田 
　

好
子 （
県　

南
）

　

仲
田 

早
智
子 （
県　

南
）

　

邉
見 

ミ
ヨ
子 
（
会　

津
）

　

海
野 

征
津
子 （
会　

津
）

　

鈴
木 
　

里
子 （
会　

津
）

　

星 

ヨ
ネ
子 
（
相　

双
）

　

尾
澤 

美
奈
子 （
相　

双
）

○
十
年
勤
続 

十
二
名

　

本
田 
　

明
子 （
福　

島
）

　

高
橋 
　

郁
子 （
福　

島
）

　

加
藤 

美
恵
子 （
福　

島
）

　

門
脇 
　

啓
子 （
県　

南
）

　

富
樫 

あ
け
み 
（
県　

南
）

　

飛
田 
　

千
才 （
県　

南
）

　

國
分 
　

洋
子 （
県　

南
）

　

渡
部 

美
代
子 （
会　

津
）

　

田
中 
　

理
恵 （
会　

津
）

　

吉
田 
　

美
子 （
相　

双
）

　

金
子 
　

巻
子 （
相　

双
）

　

石
山 
　

保
子 （
い
わ
き
）

○
二
十
年
勤
続 

二
十
二
名

　

本
柳 
　

榮
子 （
福　

島
）

　

山
本 

千
賀
子 （
福　

島
）

　

武
藤 

美
佐
子 （
福　

島
）

　

水
上 

マ
キ
子 
（
県　

南
） 　

本
田 
　

友
子 （
県　

南
）

　

星 

美
枝
子 （
県　

南
）

　

永
山 
　

廣
美 （
県　

南
）

　

松
井 

テ
ツ
ヨ 
（
県　

南
）

　

遠
藤 
　

幸
子 （
県　

南
）

　

遠
藤 

美
智
子 （
県　

南
）

　

井
原 
　

俊
子 （
県　

南
）

　

星 

紀
美
子 （
会　

津
）

　

二
瓶 

の
り
子 
（
会　

津
）

　

菊
地 
　

正
恵 （
会　

津
）

　

山
内 
　

花
子 （
会　

津
）

　

小
原 
　

久
美 （
会　

津
）

　

佐
藤 
　

幸
枝 （
会　

津
）

　

熊
田 
　

法
子 （
相　

双
）

　

岡
本 

と
し
子 
（
相　

双
）

　

新
谷 
　

友
子 （
相　

双
）

　

五
十
嵐  

信
子 
（
相　

双
）

　

渡
辺 
　

礼
子 （
い
わ
き
）
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複
十
字
シ
ー
ル
運
動
は

結
核
撲
滅
運
動
と
し
て
世
界
80
カ
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
”ス
ト
ッ
プ
結
核
大
使“
に
タ
レ
ン

ト
の
ビ
ー
ト
た
け
し
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
に
出
演
し
、

結
核
に
対
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
と
理
解
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

結
核
は「
過
去
」の
病
気
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん

　

一
日
で
は
、六
十
八
人
の
新
し
い
結
核

患
者
が
発
生
し
、六
人
が
命
を
落
と
し
て

い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

さ
ら
に
、世
界
で
は
総
人
口
の
三
分
の

一
が
感
染
し
て
お
り
、毎
年
一
七
〇
万
人

も
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

PHOTO
FLASH

平
成
二
十
一
年
度

福
島
県
健
康
を
守
る
婦
人
連
盟

理
事
会

　

福
島
県
健
康
を
守
る
婦
人
連
盟
の
平
成

二
十
一
年
度
理
事
会
が
、六
月
二
十
三
日
㈫
福

島
市「
ビュー
ホ
テ
ル
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

理
事
会
で
は
前
年
度
の
事
業
報
告
、決
算
が
承

認
さ
れ
た
後
、今
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
予
算

に
つい
て
審
議
さ
れ
た
。特
に
、昨
年
度
よ
り
新
し

く
導
入
さ
れ
た
健
診
制
度
に
伴
う
受
診
率
の
低

下
を
受
け
、「
家
族
の
健
康
は
主
婦
の
手
で
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
受
診
勧
奨
に

努
め
て
い
く
こ
と
と
し
承
認
さ
れ
た
。

　

複
十
字
シ
ー
ル
運
動
に
お
い
て
は
、わ
が
国
で
未

だ
年
間
二
万
五
千
人
も
の
結
核
患
者
が
発
生
し

て
い
る
現
状
を
認
識
し
、さ
ら
な
る
運
動
の
活
性

化
を
図
って
い
く
こ
と
と
なった
。

　

理
事
会
終
了
後
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
〜
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜
」と

題
し
、当
協
会

総
務
課
長
佐

藤
秀
寿
先
生

と
健
康
推
進

課
長
吾
妻
明

子
先
生
に
よ

る
講
演
が
行

わ
れ
、健
診
の

重
要
性
に
つい

て
理
解
を
深

め
た
。

PHOTO
FLASH

平
成
二
十
一
年
度（
第
三
十
五
回
）

し
ゃ
く
な
げ
会
総
会

　

当
協
会
の
子
宮
が
ん
検
診
車「
し
ゃ
く
な

げ
号
」の
検
診
で
が
ん
が
発
見
さ
れ
、克
服
し

た
方
々
で
結
成
さ
れ
た「
し
ゃ
く
な
げ
会
」の

第
三
十
五
回
総
会
が
、去
る
六
月
二
日
㈫
岳

温
泉「
陽
日
の
郷
あ
づ
ま
館
」で
開
催
さ
れ
た
。

　

し
ゃ
く
な
げ
会
同
様
、が
ん
克
服
者
の
会

で
あ
る「
み
や
ぎ
よ
ろ
こ
び
の
会
」、「
山
形
ま

め
の
会
」、本
会
佐
藤
俊
久
副
会
長
ら
来
賓

祝
辞
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、昨

年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
が
述
べ
ら
れ
、

平
成
二
十
年
六
月
十
二
日
郡
山
市
磐
梯
熱

海
温
泉「
華
の
湯
」で
開
催
さ
れ
た「
第
二
十

六
回
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
総
会
」に
つい
て
も

併
せ
て
報
告
さ
れ
た
。ま
た
今
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
が
審
議
さ
れ
、が
ん
の
早
期

発
見・早
期
治
療
を
め
ざ
し
受
診
勧
奨
に
努

め
て
い
く
こ
と
と
し
承
認
さ
れ
た
。役
員
改
選

で
は
小
沢
道
子
会
長
は
じ
め
役
員
の
再
任
が

決
定
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、当
協
会
健
康
推
進
課
主
任

臨
床
検
査
技
師
吉
田
昌
子
先
生
よ
り「
転
倒

予
防
の
た
め
の
健
康
体
操
」と
題
し
、講
演
が

行
わ
れ
た
。

PHOTO
FLASH

平
成
二
十
一
年
度（
第
二
十
七
回
）

全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
総
会

　

去
る
六
月
十
一
日
㈭
第
二
十
七
回
全
国

よ
ろ
こ
び
の
会
総
会
が
、北
海
道
登
別
温

泉「
第
一
滝
本
館
」で
百
二
十
余
名
出
席
の

も
と
に
開
催

さ
れ
た
。こ
れ

は
全
国
九
道

県
で
構
成
さ

れ
る
が
ん
克
服

者
の
会
で
、年

に
一
度
互
い
の

元
気
な
姿
を

確
か
め
合
い
親

睦
を
深
め
る

機
会
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

開
会
に
あ

た
り
、全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
石
川
司
之
会
長

が
挨
拶
し
た
。本
会
で
は
、多
年
に
わ
た
り

積
極
的
に
が
ん
予
防
啓
発
活
動
に
努
め
た

功
績
に
対
し
、し
ゃ
く
な
げ
会
の
薮
内
モ
ト

理
事
、佐
藤
ト
シ
エ
理
事
に
全
国
よ
ろ
こ
び

の
会
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。議
事
で
は
、

平
成
二
十
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
決
算

報
告
、平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
並

び
に
予
算
、さ
ら
に
役
員
改
選
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
人
は
他
人
の
た
め
に
生

き
る
」と
題
し
、医
療
法
人
社
団
五
輪
橋

産
科
婦
人
科
小
児
科
病
院
名
誉
理
事
長

丸
山
淳
士
先
生
の
特
別
講
演
が
あ
り
、笑

い
を
交
え
た
内
容
に
会
場
は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。

結
核
の
な
い
明
日
を
つ
く
る
た
め
に
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
国
際
貢
献
で
す
。

　

猛
威
を
ふ
る
う
結
核

　

現
在
の
高
齢
者
は
若
い
頃
に
結
核
流
行

を
経
験
し
て
い
る
た
め
、既
に
結
核
に
感
染

し
て
い
る
人
が
多
く
、体
力・抵
抗
力
が
低

下
し
た
時
に
、眠
っ
て
い
た
菌
が
目
を
覚
ま

し
発
病
し
や
す
く
な
り
ま
す
。反
対
に
、若

い
人
は
未
感
染
の
た
め
、菌
を
吸
い
込
む
と

感
染
し
や
す
く
比
較
的
早
い
時
期
に
発
病

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
結
核
は
過
去
の
病
気
」と
思

い
こ
み
、症
状
が
現
わ
れ
て
も
本
人
も
医
師

も
気
付
か
ず
受
診
や
診
断
が
遅
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、結
核
の
集
団
感
染
は
様
々
な
場

所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
募
金
が

　

み
ん
な
を
救
い
ま
す

　

複
十
字
シ
ー
ル
運
動
は
、結
核
や
肺
が
ん

な
ど
の
胸
部
疾
患
を
な
く
す
た
め
、百
年
近

く
続
い
て
い
る
世
界
共
通
の
募
金
活
動
で
す
。

　

途
上
国
に
お
い
て
は
、薬
代
二
千
円
で一人

の
結
核
患
者
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■
益
金
使
途
内
訳

　

世
界
の
結
核
撲
滅
の
た
め
、

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■集団感染の発生場所
2000-2006　総件数295件

2007年10月１日現在

学校 75件その他 139件

病院等 71件
社会福祉施設 10件

皆様から寄せられた
温かい募金は
このような目的で
使われました

途上国の結核対策に 
25％

結核予防の広報や
教育資材の作成に

36％

全国の結核予防
団体の活動に
15％

調査研究に12％

胸部検診機器の整備に12％

平成20年度

7,660万円

4,550万円

3,700万円

3,800万円

11,180万円

20年度募金総額 …３億8,969万5,146円
益金（諸経費除く）…３億912万9,936円

ひ

と

■日本の現状（平成20年）　

　結核新登録患者数　
　24，760人　罹患率19・４
　結核死亡数
　　2，216人　死亡率 １・８
　      （※率は全て人口10万人対）
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複
十
字
シ
ー
ル
運
動
は

結
核
撲
滅
運
動
と
し
て
世
界
80
カ
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
”ス
ト
ッ
プ
結
核
大
使“
に
タ
レ
ン

ト
の
ビ
ー
ト
た
け
し
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
に
出
演
し
、

結
核
に
対
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
と
理
解
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

結
核
は「
過
去
」の
病
気
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん

　

一
日
で
は
、六
十
八
人
の
新
し
い
結
核

患
者
が
発
生
し
、六
人
が
命
を
落
と
し
て

い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

さ
ら
に
、世
界
で
は
総
人
口
の
三
分
の

一
が
感
染
し
て
お
り
、毎
年
一
七
〇
万
人

も
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

PHOTO
FLASH

平
成
二
十
一
年
度

福
島
県
健
康
を
守
る
婦
人
連
盟

理
事
会

　

福
島
県
健
康
を
守
る
婦
人
連
盟
の
平
成

二
十
一
年
度
理
事
会
が
、六
月
二
十
三
日
㈫
福

島
市「
ビュー
ホ
テ
ル
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

理
事
会
で
は
前
年
度
の
事
業
報
告
、決
算
が
承

認
さ
れ
た
後
、今
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
予
算

に
つい
て
審
議
さ
れ
た
。特
に
、昨
年
度
よ
り
新
し

く
導
入
さ
れ
た
健
診
制
度
に
伴
う
受
診
率
の
低

下
を
受
け
、「
家
族
の
健
康
は
主
婦
の
手
で
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
受
診
勧
奨
に

努
め
て
い
く
こ
と
と
し
承
認
さ
れ
た
。

　

複
十
字
シ
ー
ル
運
動
に
お
い
て
は
、わ
が
国
で
未

だ
年
間
二
万
五
千
人
も
の
結
核
患
者
が
発
生
し

て
い
る
現
状
を
認
識
し
、さ
ら
な
る
運
動
の
活
性

化
を
図
って
い
く
こ
と
と
なった
。

　

理
事
会
終
了
後
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
〜
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜
」と

題
し
、当
協
会

総
務
課
長
佐

藤
秀
寿
先
生

と
健
康
推
進

課
長
吾
妻
明

子
先
生
に
よ

る
講
演
が
行

わ
れ
、健
診
の

重
要
性
に
つい

て
理
解
を
深

め
た
。

PHOTO
FLASH

平
成
二
十
一
年
度（
第
三
十
五
回
）

し
ゃ
く
な
げ
会
総
会

　

当
協
会
の
子
宮
が
ん
検
診
車「
し
ゃ
く
な

げ
号
」の
検
診
で
が
ん
が
発
見
さ
れ
、克
服
し

た
方
々
で
結
成
さ
れ
た「
し
ゃ
く
な
げ
会
」の

第
三
十
五
回
総
会
が
、去
る
六
月
二
日
㈫
岳

温
泉「
陽
日
の
郷
あ
づ
ま
館
」で
開
催
さ
れ
た
。

　

し
ゃ
く
な
げ
会
同
様
、が
ん
克
服
者
の
会

で
あ
る「
み
や
ぎ
よ
ろ
こ
び
の
会
」、「
山
形
ま

め
の
会
」、本
会
佐
藤
俊
久
副
会
長
ら
来
賓

祝
辞
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、昨

年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
が
述
べ
ら
れ
、

平
成
二
十
年
六
月
十
二
日
郡
山
市
磐
梯
熱

海
温
泉「
華
の
湯
」で
開
催
さ
れ
た「
第
二
十

六
回
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
総
会
」に
つい
て
も

併
せ
て
報
告
さ
れ
た
。ま
た
今
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
が
審
議
さ
れ
、が
ん
の
早
期

発
見・早
期
治
療
を
め
ざ
し
受
診
勧
奨
に
努

め
て
い
く
こ
と
と
し
承
認
さ
れ
た
。役
員
改
選

で
は
小
沢
道
子
会
長
は
じ
め
役
員
の
再
任
が

決
定
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、当
協
会
健
康
推
進
課
主
任

臨
床
検
査
技
師
吉
田
昌
子
先
生
よ
り「
転
倒

予
防
の
た
め
の
健
康
体
操
」と
題
し
、講
演
が

行
わ
れ
た
。

PHOTO
FLASH

平
成
二
十
一
年
度（
第
二
十
七
回
）

全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
総
会

　

去
る
六
月
十
一
日
㈭
第
二
十
七
回
全
国

よ
ろ
こ
び
の
会
総
会
が
、北
海
道
登
別
温

泉「
第
一
滝
本
館
」で
百
二
十
余
名
出
席
の

も
と
に
開
催

さ
れ
た
。こ
れ

は
全
国
九
道

県
で
構
成
さ

れ
る
が
ん
克
服

者
の
会
で
、年

に
一
度
互
い
の

元
気
な
姿
を

確
か
め
合
い
親

睦
を
深
め
る

機
会
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

開
会
に
あ

た
り
、全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
石
川
司
之
会
長

が
挨
拶
し
た
。本
会
で
は
、多
年
に
わ
た
り

積
極
的
に
が
ん
予
防
啓
発
活
動
に
努
め
た

功
績
に
対
し
、し
ゃ
く
な
げ
会
の
薮
内
モ
ト

理
事
、佐
藤
ト
シ
エ
理
事
に
全
国
よ
ろ
こ
び

の
会
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。議
事
で
は
、

平
成
二
十
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
決
算

報
告
、平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
並

び
に
予
算
、さ
ら
に
役
員
改
選
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
人
は
他
人
の
た
め
に
生

き
る
」と
題
し
、医
療
法
人
社
団
五
輪
橋

産
科
婦
人
科
小
児
科
病
院
名
誉
理
事
長

丸
山
淳
士
先
生
の
特
別
講
演
が
あ
り
、笑

い
を
交
え
た
内
容
に
会
場
は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。

結
核
の
な
い
明
日
を
つ
く
る
た
め
に
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
国
際
貢
献
で
す
。

　

猛
威
を
ふ
る
う
結
核

　

現
在
の
高
齢
者
は
若
い
頃
に
結
核
流
行

を
経
験
し
て
い
る
た
め
、既
に
結
核
に
感
染

し
て
い
る
人
が
多
く
、体
力・抵
抗
力
が
低

下
し
た
時
に
、眠
っ
て
い
た
菌
が
目
を
覚
ま

し
発
病
し
や
す
く
な
り
ま
す
。反
対
に
、若

い
人
は
未
感
染
の
た
め
、菌
を
吸
い
込
む
と

感
染
し
や
す
く
比
較
的
早
い
時
期
に
発
病

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
結
核
は
過
去
の
病
気
」と
思

い
こ
み
、症
状
が
現
わ
れ
て
も
本
人
も
医
師

も
気
付
か
ず
受
診
や
診
断
が
遅
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、結
核
の
集
団
感
染
は
様
々
な
場

所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
募
金
が

　

み
ん
な
を
救
い
ま
す

　

複
十
字
シ
ー
ル
運
動
は
、結
核
や
肺
が
ん

な
ど
の
胸
部
疾
患
を
な
く
す
た
め
、百
年
近

く
続
い
て
い
る
世
界
共
通
の
募
金
活
動
で
す
。

　

途
上
国
に
お
い
て
は
、薬
代
二
千
円
で一人

の
結
核
患
者
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■
益
金
使
途
内
訳

　

世
界
の
結
核
撲
滅
の
た
め
、

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■集団感染の発生場所
2000-2006　総件数295件

2007年10月１日現在

学校 75件その他 139件

病院等 71件
社会福祉施設 10件

皆様から寄せられた
温かい募金は
このような目的で
使われました

途上国の結核対策に 
25％

結核予防の広報や
教育資材の作成に

36％

全国の結核予防
団体の活動に
15％

調査研究に12％

胸部検診機器の整備に12％

平成20年度

7,660万円

4,550万円

3,700万円

3,800万円

11,180万円

20年度募金総額 …３億8,969万5,146円
益金（諸経費除く）…３億912万9,936円

ひ

と

■日本の現状（平成20年）　

　結核新登録患者数　
　24，760人　罹患率19・４
　結核死亡数
　　2，216人　死亡率 １・８
　      （※率は全て人口10万人対）

現
在
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
に
出
演
し
、

結
核
の
な
い
明
日
を
つ
く
る
た
め
に
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
国
際
貢
献
で
す
。
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体調を整え、収穫の秋を迎えたい

　はっきりしない天候が続く中、皆様の体調はいか

がでしょうか？　やはり、夏は暑くなければ困りますね。

野菜やくだものへの影響ばかりでなく私自身にも影

響が出ているようです。

　日中は身体を動かし汗をかき、夜のビールが私の

夏の楽しみなのですが、今年は今ひとつスカッとし

ないようです。理由は今年から部署が変わり、爽や

かな汗ではなく冷や汗をかいている日々 を送ってい

るからでしょうか（笑）。

　健康維持のためにもバランスのよい食事と適度

な運動が大切です。それとストレスをためないことも

重要です。これから、体調を整え楽しみな収穫の秋

を迎えましょう。まっ、私の場合食べ過ぎに注意しな

ければ…。　　　　　　　　　　　　  （あんこ）

㈭
診　

断

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

編 集 後 記

c o l u m n

　

公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
三
法
が
、平
成
二
十
年
十
二
月

一
日
施
行
に
な
り
八
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。福
島
県
所
管
の
社

団・財
団
法
人
は
お
よ
そ
三
百
七
十
あ
り
ま
す
が
、現
在
一
法

人
の
一
般
財
団
法
人
への
認
可
報
告
が
あ
る
だ
け
で
す
。ど
の

法
人
に
お
い
て
も
創
設
以
来
の
一
大
事
で
あ
り
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

旧
民
法
三
十
四
条
法
人
は
、平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十

日
ま
で
概
ね
四
つ
か
ら
一
つ
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
は
、従
来
公
益
法
人
と
し
て
社
会
的
認
知
を
得
て
い

ま
す
。将
来
と
も
不
特
定
多
数
の
方
の
利
益
追
求
、す
な
わ
ち

公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
の
目
的
と
す
る
な

ら
ば
、公
益
財
団
法
人
への
認
定
移
行
を
選
択
す
る
こ
と
が
最

も
自
然
と
な
り
ま
す
。公
益
を
目
的
と
し
た
事
業
の
比
率
を

含
む
法
律
上
の
諸
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
努
力
を
し
、県
民
の
目

線
で
活
動
す
る
こ
と
で
社
会
的
な
信
頼
を
得
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、経
済
、社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、社
会
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
今
日
に
あ
り
、こ
れ
ら
を
満
た
し
健
や
か

で
活
力
あ
る
二
十
一
世
紀
の
福
島
県
を
創
る
一
翼
を
担
う
こ

と
は
、そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
に
は
、現
在
の

法
人
目
的
、事
業
、組
織
、財
務
な
ど
の
総
点
検
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
結
果
当
協
会
の
改
革
が
必
ず
必
要
と
な
って
き
ま
す
。公

益
認
定
の
問
題
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、現
在
の
単
純
な
延
長
線
上

に
明
る
い
未
来
は
な
い
と
職
員
一
人
一
人
が
心
得
る
べ
き
時
に

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

　
　
　
　
　
　

常
に
成
長
を
続
け
る
組
織
へ

　

先
日
、新
聞
紙
上
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

「
企
業
の
健
康
診
断
を
請
け
負
う
医
療
法
人・財
団
法
人
な
ど

九
団
体
が
、二
〇
一
〇
年
度
に
健
診
業
務
を
統
合
す
る
。九
団

体
合
計
の
健
診
実
施
数
は
年
間
延
べ
約
四
百
三
十
万
人
と
、国

内
全
就
業
者
の
一
割
弱
を
占
め
る
大
規
模
な
も
の
。業
務
を

効
率
化
し
て
料
金
引
き
下
げ
を
図
る
と
と
も
に
デ
ー
タ
の
一
元

管
理
を
生
か
し
て
肥
満
予
防
な
ど
の
従
業
員
の
健
康
増
進
を

支
援
す
る
。」と
い
う
も
の
で
す
。こ
の
統
合
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、サ
ー
ビ
ス
の
料
金
や
質
を
め
ぐ
る
競
争
が
本
格
化
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。当
協
会
と
し
て
も
結
核
予
防
会
等
の
上

部
団
体
と
連
携
し
て
各
種
改
革
を
行
い
、こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
を
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

認
定
法
に
よ
る
財
団
の
運
営
も
、会
社
法
に
よ
る
企
業
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
に
近
い
も
の
と
な
って
き
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
品
質
方
針
に
よ
る
職
務
全
般
の
マニュア
ル
化
な
ど
業
務

の
標
準
化
、危
機
管
理
マニュア
ル
の
整
備
及
び
財
務
諸
表
の
開

示
な
ど
運
営
の
透
明
性
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、公
益
性
を
重
視
し
た
事
業
展
開
で
は
、次
の
よ
う
な

事
業
の
一
例
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
不
採
算
地
域
、事
業
も
厭
わ
ず
精
度
が
高
く
き
め
の
細
か
い

検（
健
）診
、検
査
の
実
施
及
び
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図
る
。

◇
各
種
検（
健
）診
に
お
け
る
精
密
検
診
の
実
施
、追
跡
調
査

及
び
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図
る
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
、が
ん
、生
活
習
慣
病
及
び
環
境

保
全
等
の
各
種
試
験
、検
査
の
こ
と
な
ら
当
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
見
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
整
備
し
、公
衆
衛
生
に

関
す
る
知
識
の
普
及
、啓
発
、相
談
に
役
立
た
せ
る
。

◇
検（
健
）診
、試
験
、検
査
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
内
部

精
度
管
理
委
員
会
等
で
解
析
、研
究
す
る
。そ
れ
を
各
種
会

議
、学
会
に
提
出
発
表
し
、が
ん
予
防
環
境
保
全
等
の
施
策

に
役
立
た
せ
る
。

◇
が
ん
実
態
調
査（
が
ん
登
録
）を
、他
医
療
機
関
と
連
携
し
て

実
施
す
る
。

◇
地
域
で
健
康
づ
く
り
を
普
及
啓
発
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
た
め
、研
修
を
企
画
し
実
施
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
創
意
工
夫
が
必
要
と

な
り
ま
す
。些
細
な
こ
と
で
も
県
民
の
目
線
で
事
業
を
見
直
し
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
、そ
し
て
そ
こ
で
生
じ
る

課
題
が
あ
れ
ば
、ま
た
一
段
階
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
組
織
の
成
長
に
も
繋
が
り
ま
す
。重
要
な
こ
と

は
、県
民
か
ら「
必
要
な
組
織
」と
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

諸
先
輩
方
の
努
力
に
よ
り
全
国
都
道
府
県
支
部
有
数
の
総

合
的
検
診
機
関
と
さ
れ
た
当
協
会
に
と
って
、今
ま
さ
に
大
き

な
挑
戦
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。　　

　

朝
晩
涼
し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
ろ
に
な
る

と
、鼻
水
や
ク
シ
ャ
ミ
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。「
も
し
や
風
邪
？
」と
様
子
を
み

て
い
て
も
な
か
な
か
治
ら
な
い
。熱
が
出
な

い
う
え
に
、な
ん
だ
か
目
や
耳
が
か
ゆ
く
て

ム
ズ
ム
ズ
す
る
。そ
ん
な
と
き
に
は
、秋
の
花

粉
症
を
疑
って
み
て
ほ
し
い
。

　

八
月
〜
十
月
は
、イ
ネ
科
や
雑
草
類（
ブ

タ
ク
サ
、ヨ
モ
ギ
）の
花
粉
が
飛
散
す
る
シ
ー

ズ
ン
。春
の
花
粉
症
シ
ー
ズ
ン
に
ア
レ
ル
ギ
ー

が
な
く
て
も
、秋
な
ら
で
は
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
に

反
応
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

例
え
ば
、草
が
密
生
し
て
い
る
空
き
地
や

河
川
敷
な
ど
の
近
く
を
通
っ
た
後
で
症
状

が
悪
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、花
粉
症
の
可
能

性
が
高
い
。早
め
に
病
院
で
検
査
を
受
け
て
、

原
因
物
質
を
突
き
止
め
て
お
こ
う
。

（協力：福島県立図書館）

「
育
て
て
お
い
し
い
は
じ
め
て
の
ゴ
ー
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

+
島
や
さ
い
図
鑑
」

 

八
月
社
／
編　

主
婦
の
友
社（
二
〇
〇
九・五
）

　
い
ま
や
日
本
中
の
ス
ー
パ
ー
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ゴ
ー
ヤ
ー
。原
産
地
は
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
熱
帯
ア
ジ

ア
地
方
で
、江
戸
時
代
に
中
国
か
ら
沖
縄
に
伝
わ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
生
態
か
ら
栽
培
方
法
、食
べ
方

な
ど
、豊
富
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
ん
だ
健
康
野
菜
・
ゴ
ー

ヤ
ー
に
つい
て
ま
る
ご
と
紹
介
し
た
一
冊
。ゴ
ー
ヤ
ー
を
食

べ
て
、夏
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
！

「
進
化
す
る
日
本
の
食

　
　

 　
　
　

農・漁
業
か
ら
食
卓
ま
で
」

共
同
通
信
社
／
編　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所（
二
〇
〇
九・七
）

　

食
は
ど
こ
に
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
か
。温
暖
化
で
ニ
ガ
ウ
リ

の
生
産
地
が
福
島
ま
で
北
上
す
る
一
方
、稲
が
高
温
で

悪
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。失
わ
れ
る
伝
統
野
菜
、コ
ン

ビニの
売
れ
残
り
を
使
う
リ
サ
イ
ク
ル
飼
料
、非
常
食・機

内
食
の
進
化
等
、現
状
を
幅
広
く
捉
え
、そ
の
上
で
食
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
ま
す
。共
同
通
信
の
連
載
企
画

を
基
に
、本
県
出
身
の
小
泉
武
夫
氏
が
ま
え
が
き
を
執

筆
し
て
い
ま
す
。

経
営
改
善
室

風
邪
と
間
違
い
や
す
い
、

　
　

秋
の
花
粉
症
に
ご
用
心

　

秋
に
飛
ぶ
花
粉
は
春
の
ス
ギ
花
粉
と
違
い
、

飛
散
量
が
少
な
い
う
え
に
、範
囲
が
広
く
な

い
。つ
ま
り
、花
粉
の
飛
ぶ
時
期
に
そ
の
植
物

の
生
え
て
い
る
場
所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に

心
が
け
れ
ば
、か
な
り
自
衛
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。花
粉
で
は
な
く
、夏
の
間
に
大

繁
殖
し
た
ダ
ニ
が
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
な
る
こ
と

も
多
い
と
い
う
。そ
の
場
合
は
、意
を
決
し
て

大
掃
除
に
取
り
か
か
ろ
う
。

「
公
益
法
人
制
度
改
革
」に
お
け
る

当
協
会
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

？
（
文
責　

進
和
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

④
５
年
期
限
切
れ

　

解
散

③
営
利
法
人
へ
の

　

転
換

②
一
般
財
団
法
人

　

へ
の
認
可
移
行

①
公
益
財
団
法
人

　

へ
の
認
定
移
行

選
択
肢

特
例
民
法
法
人
（
旧
民
法
三
十
四
条
法
人
）
の
今
後
の
選
択
肢

　

５
年
間
何
も
し
な
い
で
存
続
す
る
こ
と
は
な

い
。（
実
際
に
は
選
択
肢
に
な
ら
な
い
。）

　

営
利
活
動
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
構
成
員
に
分

配
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
場
競
争
原
理
の
中

で
活
躍
し
た
い
法
人

　

比
較
的
自
由
な
立
場
で
、
非
営
利
部
門
に
お
い

て
可
能
な
範
囲
で
公
益
目
的
事
業
を
含
む
様
々
な

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
法
人

　

行
政
庁
（
福
島
県
知
事
等
）
の
監
督
の
下
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
を
多
く
受
け
つ
つ
主
に
公
益
目

的
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
法
人

一
般
論
的
な
特
徴
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体調を整え、収穫の秋を迎えたい

　はっきりしない天候が続く中、皆様の体調はいか

がでしょうか？　やはり、夏は暑くなければ困りますね。

野菜やくだものへの影響ばかりでなく私自身にも影

響が出ているようです。

　日中は身体を動かし汗をかき、夜のビールが私の

夏の楽しみなのですが、今年は今ひとつスカッとし

ないようです。理由は今年から部署が変わり、爽や

かな汗ではなく冷や汗をかいている日々 を送ってい

るからでしょうか（笑）。

　健康維持のためにもバランスのよい食事と適度

な運動が大切です。それとストレスをためないことも

重要です。これから、体調を整え楽しみな収穫の秋

を迎えましょう。まっ、私の場合食べ過ぎに注意しな

ければ…。　　　　　　　　　　　　  （あんこ）

㈭
診　

断

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

編 集 後 記

c o l u m n

　

公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
三
法
が
、平
成
二
十
年
十
二
月

一
日
施
行
に
な
り
八
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。福
島
県
所
管
の
社

団・財
団
法
人
は
お
よ
そ
三
百
七
十
あ
り
ま
す
が
、現
在
一
法

人
の
一
般
財
団
法
人
への
認
可
報
告
が
あ
る
だ
け
で
す
。ど
の

法
人
に
お
い
て
も
創
設
以
来
の
一
大
事
で
あ
り
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

旧
民
法
三
十
四
条
法
人
は
、平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十

日
ま
で
概
ね
四
つ
か
ら
一
つ
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
は
、従
来
公
益
法
人
と
し
て
社
会
的
認
知
を
得
て
い

ま
す
。将
来
と
も
不
特
定
多
数
の
方
の
利
益
追
求
、す
な
わ
ち

公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
の
目
的
と
す
る
な

ら
ば
、公
益
財
団
法
人
への
認
定
移
行
を
選
択
す
る
こ
と
が
最

も
自
然
と
な
り
ま
す
。公
益
を
目
的
と
し
た
事
業
の
比
率
を

含
む
法
律
上
の
諸
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
努
力
を
し
、県
民
の
目

線
で
活
動
す
る
こ
と
で
社
会
的
な
信
頼
を
得
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、経
済
、社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、社
会
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
今
日
に
あ
り
、こ
れ
ら
を
満
た
し
健
や
か

で
活
力
あ
る
二
十
一
世
紀
の
福
島
県
を
創
る
一
翼
を
担
う
こ

と
は
、そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
に
は
、現
在
の

法
人
目
的
、事
業
、組
織
、財
務
な
ど
の
総
点
検
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
結
果
当
協
会
の
改
革
が
必
ず
必
要
と
な
って
き
ま
す
。公

益
認
定
の
問
題
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、現
在
の
単
純
な
延
長
線
上

に
明
る
い
未
来
は
な
い
と
職
員
一
人
一
人
が
心
得
る
べ
き
時
に

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

　
　
　
　
　
　

常
に
成
長
を
続
け
る
組
織
へ

　

先
日
、新
聞
紙
上
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

「
企
業
の
健
康
診
断
を
請
け
負
う
医
療
法
人・財
団
法
人
な
ど

九
団
体
が
、二
〇
一
〇
年
度
に
健
診
業
務
を
統
合
す
る
。九
団

体
合
計
の
健
診
実
施
数
は
年
間
延
べ
約
四
百
三
十
万
人
と
、国

内
全
就
業
者
の
一
割
弱
を
占
め
る
大
規
模
な
も
の
。業
務
を

効
率
化
し
て
料
金
引
き
下
げ
を
図
る
と
と
も
に
デ
ー
タ
の
一
元

管
理
を
生
か
し
て
肥
満
予
防
な
ど
の
従
業
員
の
健
康
増
進
を

支
援
す
る
。」と
い
う
も
の
で
す
。こ
の
統
合
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、サ
ー
ビ
ス
の
料
金
や
質
を
め
ぐ
る
競
争
が
本
格
化
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。当
協
会
と
し
て
も
結
核
予
防
会
等
の
上

部
団
体
と
連
携
し
て
各
種
改
革
を
行
い
、こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
を
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

認
定
法
に
よ
る
財
団
の
運
営
も
、会
社
法
に
よ
る
企
業
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
に
近
い
も
の
と
な
って
き
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
品
質
方
針
に
よ
る
職
務
全
般
の
マニュア
ル
化
な
ど
業
務

の
標
準
化
、危
機
管
理
マニュア
ル
の
整
備
及
び
財
務
諸
表
の
開

示
な
ど
運
営
の
透
明
性
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、公
益
性
を
重
視
し
た
事
業
展
開
で
は
、次
の
よ
う
な

事
業
の
一
例
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
不
採
算
地
域
、事
業
も
厭
わ
ず
精
度
が
高
く
き
め
の
細
か
い

検（
健
）診
、検
査
の
実
施
及
び
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図
る
。

◇
各
種
検（
健
）診
に
お
け
る
精
密
検
診
の
実
施
、追
跡
調
査

及
び
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図
る
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
、が
ん
、生
活
習
慣
病
及
び
環
境

保
全
等
の
各
種
試
験
、検
査
の
こ
と
な
ら
当
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
見
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
整
備
し
、公
衆
衛
生
に

関
す
る
知
識
の
普
及
、啓
発
、相
談
に
役
立
た
せ
る
。

◇
検（
健
）診
、試
験
、検
査
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
内
部

精
度
管
理
委
員
会
等
で
解
析
、研
究
す
る
。そ
れ
を
各
種
会

議
、学
会
に
提
出
発
表
し
、が
ん
予
防
環
境
保
全
等
の
施
策

に
役
立
た
せ
る
。

◇
が
ん
実
態
調
査（
が
ん
登
録
）を
、他
医
療
機
関
と
連
携
し
て

実
施
す
る
。

◇
地
域
で
健
康
づ
く
り
を
普
及
啓
発
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
た
め
、研
修
を
企
画
し
実
施
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
創
意
工
夫
が
必
要
と

な
り
ま
す
。些
細
な
こ
と
で
も
県
民
の
目
線
で
事
業
を
見
直
し
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
、そ
し
て
そ
こ
で
生
じ
る

課
題
が
あ
れ
ば
、ま
た
一
段
階
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
組
織
の
成
長
に
も
繋
が
り
ま
す
。重
要
な
こ
と

は
、県
民
か
ら「
必
要
な
組
織
」と
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

諸
先
輩
方
の
努
力
に
よ
り
全
国
都
道
府
県
支
部
有
数
の
総

合
的
検
診
機
関
と
さ
れ
た
当
協
会
に
と
って
、今
ま
さ
に
大
き

な
挑
戦
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。　　

　

朝
晩
涼
し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
ろ
に
な
る

と
、鼻
水
や
ク
シ
ャ
ミ
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。「
も
し
や
風
邪
？
」と
様
子
を
み

て
い
て
も
な
か
な
か
治
ら
な
い
。熱
が
出
な

い
う
え
に
、な
ん
だ
か
目
や
耳
が
か
ゆ
く
て

ム
ズ
ム
ズ
す
る
。そ
ん
な
と
き
に
は
、秋
の
花

粉
症
を
疑
って
み
て
ほ
し
い
。

　

八
月
〜
十
月
は
、イ
ネ
科
や
雑
草
類（
ブ

タ
ク
サ
、ヨ
モ
ギ
）の
花
粉
が
飛
散
す
る
シ
ー

ズ
ン
。春
の
花
粉
症
シ
ー
ズ
ン
に
ア
レ
ル
ギ
ー

が
な
く
て
も
、秋
な
ら
で
は
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
に

反
応
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

例
え
ば
、草
が
密
生
し
て
い
る
空
き
地
や

河
川
敷
な
ど
の
近
く
を
通
っ
た
後
で
症
状

が
悪
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、花
粉
症
の
可
能

性
が
高
い
。早
め
に
病
院
で
検
査
を
受
け
て
、

原
因
物
質
を
突
き
止
め
て
お
こ
う
。

（協力：福島県立図書館）

「
育
て
て
お
い
し
い
は
じ
め
て
の
ゴ
ー
ヤ
ー
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が
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状
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え
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の
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う
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か
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す
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信
の
連
載
企
画

を
基
に
、本
県
出
身
の
小
泉
武
夫
氏
が
ま
え
が
き
を
執

筆
し
て
い
ま
す
。

経
営
改
善
室

風
邪
と
間
違
い
や
す
い
、

　
　

秋
の
花
粉
症
に
ご
用
心

　

秋
に
飛
ぶ
花
粉
は
春
の
ス
ギ
花
粉
と
違
い
、

飛
散
量
が
少
な
い
う
え
に
、範
囲
が
広
く
な

い
。つ
ま
り
、花
粉
の
飛
ぶ
時
期
に
そ
の
植
物

の
生
え
て
い
る
場
所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に

心
が
け
れ
ば
、か
な
り
自
衛
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。花
粉
で
は
な
く
、夏
の
間
に
大

繁
殖
し
た
ダ
ニ
が
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
な
る
こ
と

も
多
い
と
い
う
。そ
の
場
合
は
、意
を
決
し
て

大
掃
除
に
取
り
か
か
ろ
う
。

「
公
益
法
人
制
度
改
革
」に
お
け
る

当
協
会
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

？
（
文
責　

進
和
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

こぶし　84号19
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ふ
く
し
ま
の
四
季
を
歩
く
…
…
…
…
…
⑨

阿
武
隈
峡
の
蓬
萊
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
島
市
）

問い合わせ先：福島市観光物産協会
　　　　　　 TEL（福島駅東口） 024-522-3265
　　　　　　　　（福島駅西口） 024-531-6428　
ウオーキング距離：上蓬萊橋西側入り口から
                        約２km(徒歩約１時間）
アクセス：JR福島駅からJRバス川俣高校前行き
            上蓬萊橋下車
            福島西ICから車で約20分
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表
紙
の
写
真Ｇ

Ｆ
Ｒ
推
算
式
に
よ
る

腎
機
能
評
価
法
を
用
い
た
慢
性
腎
臓
病
と

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
危
険
因
子
と
の

関
連
性
に
つい
て
の
検
討

　

阿
武
隈
峡
は
、福
島
市
か
ら
川
俣
町
方
面
へ
向
か
う

旧
国
道
１
１
４
号
沿
い
に
あ
る
。市
街
地
か
ら
わ
ず
か

二
〇
分
の
場
所
に
あ
り
な
が
ら
、奇
岩
怪
石
が
な
ら
び
、

さ
な
が
ら
山
水
画
の
よ
う
だ
。川
の
浸
食
に
よ
って
削
り

取
ら
れ
た
不
思
議
な
岩
の
造
形
に
は
、蛇
骨
岩・蓬
萊

岩・地
獄
釜
と
いっ
た
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

上
蓬
萊
橋
の
西
側
か

ら
出
発
す
る「
ふ
く
し
ま

阿
武
隈
峡
健
康
の
道
」は
、

全
長
約
二
キ
ロ
、ゆ
っ
く
り
歩

い
て
往
復
二
時
間
程
度
の
道

の
り
。途
中
、明
治
八
年
ま
で

伊
達
と
信
夫
を
結
ん
だ「
鮎
滝

渡
」の
船
着
き
跡
も
あ
り
、歴
史

好
き
に
は
興
味
深
い
ル
ー
ト
だ
。

た
だ
し
、足
も
と
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
、探
検
気
分

で
天
気
の
いい
日
に
出
か
け
た
い
。増
水
時
は
危
険
。

●

鮎滝渡
舟場跡

阿
武
隈
川

富
岡
街
道

●

●蓬萊岩

至福島市街

至川俣町

蓬萊町

松川町 上蓬萊橋 上舘八幡
神社
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